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　毎年熱戦が繰り広げられています。皆さんぜひご参加ください。
※本大会は、稲城市体育協会に加盟する各連盟が運営をしています。参加資格・申込方法・
参加費・会場など詳細については、各競技の問合せ先に確認してください。

▽主催・大会事務局　一般財団法人稲城市体育協会　1350－3960（火曜～金曜9：00～15：00）

▽後援　稲城市教育委員会

第第4444回回
4月10日（日）
午前9時～
総合体育館

総合開会式稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市スススススススススススススススススススススススススススポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会稲稲城城市市ススポポーーツツ大大会会

平成28年度の入級を募集します
　知的障害のある青年の方で入級を希望する方の申込みを受け付けます。現在入級してい
る方も申込みが必要です。

▽活動期間　5月～3月（全9回　夏・冬休みを除く月1回）

▽入級要件　①市内在住②一人で中央公民館に来館できるこ
と③18歳から40歳代の青年（4月1日現在）④最低5回以
上参加可能であること⑤障害の程度が「愛の手帳」4度な
いし3度であること

▽定員　15人

▽申込方法　中央公民館にある申込書に記入の上、お申し込
みください。新規の方は後日、保護者面談があります。

▽申込期限　3月31日（木）午後5時　 ▽申込　中央公民館

申込み・問合せ先申込期限競技部門など期日会場競技名

タカハシスポーツ　1378－11045／8
少年の部（1部・2部・3部）
一般の部（1部・2部・3部）
シニアの部（45歳以上）

5／15～7／31
中央公園野球場　　　
若葉台公園多目的広場
多摩川緑地公園野球場

軟式野球

少年の部：吉村　1090－3234－1750
一般の部：長谷沢　1090－3683－0520
壮年の部：小山　1090－8745－2835

3／20少年の部、一般の部、壮年の部（40歳以上）4／2～8／31
中央公園総合グラウンド
南多摩スポーツ広場　　
稲城長峰スポーツ広場　

サッカー

松本　1090－3522－69103／20【リーグ戦】男子1部、男子2部
【トーナメント戦】3部、壮年の部4／3～5／22多摩川緑地公園

ソフトボール場ソフトボール

武田　1377－68863／31参加チームによる対抗戦4／17稲城長峰スポーツ広場ラグビー
フットボール

鳥海　清
〒206－0824　稲城市若葉台1－39－8
15331－7486

5／17
（郵送またはＦＡＸ）小学生の部、中学生の部、一般女子の部6／  5  （小学生・一般女子）

7／10（中学生）　　　　　

総合体育館

バレーボール

南　15350－22775／4、5／25
ジュニアの部、一般男子・女子シングルス1部・2部、
一般男子・女子ダブルス1部・2部・3部・4部、
親子ペアの部

5／29（ジュニア、一般男子・
女子シングルス1部・2部）
6／19（一般男子・女子ダブルス
1部・2部・3部・4部、親子ペア）
※学校行事により両日で種目を
入替える場合あり

バドミントン

山田　浩幸
〒206－0803
稲城市向陽台6－12アルボの丘4－920
1090－2241－4157
メール takuren_yamada@yahoo.co.jp

4／21
（郵送またはメール）

チャレンジ（小中学生）シングルスの部、
一般男子・女子シングルスの部、
壮年男子シングルスの部、男女ダブルスの部

5／5卓球

倉島　15378－52854／25個人戦、団体戦5／29剣道

神田　15331－15263／25
【形競技】小学生（低・中・高学年）、中学生、高校生・
一般女子、高校生男子（1部・2部）
【組手競技】小学生（低）、小学生（中・高男女別）、中
学生男子、中・高・一般女子、高校生男子（1部・2部）

4／24空手道

�永　1090－2940－91005／20小学生の部、中学生の部、
一般男子の部、マスターズ（シニア）の部

6／5～7／31（一般、マスターズ）
7／2、9、30（小学生）
8月下旬（中学生）

バスケット
ボール

須藤　15378－61804／30【スタンダード】3種目
【ラテン】3種目5／8ダンス

スポーツ

米花　15379－5055当日
（弓道場にて受付）

中学生の部、高校生の部、一般男子・女子の部（四段以
上）、一般男女参段以下の部、招待選手の部

4／16（中高生）
4／24（一般）　弓道

飯島　5331－4567
　　　メール takebec@paw.hi-ho.ne.jp

3／31
（ＦＡＸまたはメール）

【ネオホッケー競技】
小学生の部、一般男性の部、一般混成の部4／10フロアボール

渡辺　15377－45844／6各チーム6名による団体戦4／17ミニテニス

島津　1090－3007－25944／9
【女子の部】小学1・2年、小学3年、小学4・5年
【男子の部】小学4年、小学5・6年
【中学生の部】男子、女子
※出場選手の人数で変更の場合有

4／16柔道

吉川　15377－94104／9ジュニアの部、中学生男子・女子の部、
一般男子・女子の部、シニアの部

4／17（一般男子・女子、シニア）
4／29（中学生男子・女子、ジュ
ニア）

若葉台公園テニスコートソフトテニス

稲城市テニス連盟事務局ＨＰ
http://www5a.biglobe.ne.jp/ ̃  cafe/

3／26　16時～17時半
（総合体育館ミーティン
グルーム1にて受付）

中学生ダブルス（男子・女子）、男子シングルス（Ａ・
Ｂ）、女子シングルス、男子・女子ダブルス（Ａ・Ｂ）、
混合ダブルス（Ａ・Ｂ）、壮年ダブルス（45歳・60歳）

4／10～6／26までの日曜日若葉台公園テニスコート
北緑地公園テニスコートテニス

吉野　1377－7158
　　　5377－71256／30トラップ競技

スキート競技7／3山梨県大月国際射撃場クレー射撃

宮崎　1090－2308－79514／10団体戦4／17多摩川緑地公園
ゲートボール場ゲートボール

詳細はひろば（6／15号）に掲載18ホール・ストロークプレーで新ぺリア方式の順位戦8／3（予定）桜ヶ丘カントリークラブゴルフ

平尾小学校
なかよし学級の
皆さん

ありがとう
ございました
　平成27年度に掲載
していたカレンダー
は、稲城市立平尾小学
校なかよし学級の皆さ
んに制作していただい
たものです。
　平成28年度（4月15
日号）からは、稲城市
立稲城第三小学校4組
の皆さんの作品を掲載
予定です。

稲城市青年学級「ともだちクラ稲城市青年学級「ともだちクラブブ」」
　稲城市青年学級「ともだちクラブ」は、知的障害のある18歳以上の青年と障害のない青年（ボランティアスタッフ）が
余暇を利用して、一緒に趣味や生活に必要なことを学んでいく活動を企画・運営していく中央公民館の主催事業です。

▲去年10月のバスハイク
（上野公園にて）

ボランティアスタッフ
同時募集中!!

　特別な知識は必要ありません。「と
もだちクラブ」ではボランティアスタ
ッフとして高校生から社会人まで一緒
に活動しています。一日体験でも大歓
迎です。あなたの笑顔と勇気と元気を
お待ちしています。詳細について気軽
にお問合せください。

▽問合せ　中央公民館



中央公民館［東長沼］ 
（生涯学習課） 

1377－2121
6379－0491

第二公民館［矢野口］ 
1378－0567
6378－0568

第三公民館［平　尾］ 
1331－0230
6331－0229

第四公民館［東長沼］ 
1377－4406
6377－4488

城山公民館［向陽台］ 
1379－5411
6379－5288

総合体育館 
1331－7151
6331－7181

体育課 
1378－2111
6379－3600

公民館は駐車場に限り 
がありますので、なる 
べく公共交通機関をご 
利用ください。 
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全全国国高高校校ササッッカカーー選選手手権権
準準優優勝勝

宮原 直央 宮  原 　 直  央 
             

さんさん
みや はら な お

　宮原さんはチームのキャプ
テンとして、第94回全国高校
サッカー選手権大会の準優勝
に貢献しました。
　稲城市で生まれ育った宮原
さんは、2月6日（土）に小学校
時代に在籍していた稲城ＳＳ
Ｓの練習を訪れ、後輩達と一
緒にボールを追いかけていました。
　その後、稲城市サッカー連盟より、第94回全国
高校サッカー選手権大会で優秀な成績を収め、稲城
市でサッカーをしている子どもたちの模範となった
功績をたたえ、顕彰状が授与されました。その際、
宮原さんは、「日々の練習の一つ一つを頑張ること
が大切」と子ども達へエールを送っていました。
　高校3年生の宮原さんの将来の夢は、「教員・サッ
カーの指導者になること」。「まだプロのサッカー
選手になれる可能性もあるし、様々な選択肢を幅広

くもてるように、
多くのことに挑戦
していきたい」と
語ってくれまし
た。これからも夢
に向かって邁進し
活躍されることを
期待しています。

　

身
の
ま
わ
り
の
目
に
見
え
な
い
電

磁
波
の
正
体
や
そ
の
健
康
影
響
に
つ

い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

3
月　

日　
30

（水）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
講
師　

大
久
保　

千
代
次
氏
（
一

般
財
団
法
人　

電
気
安
全
環
境
研
究

所　

電
磁
界
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

　

春
の
ひ
と
と
き
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
音
色
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
独

奏
、
合
奏
、
小
編
成
、
そ
し
て
ご
一

緒
に
歌
う
時
間
も
あ
り
ま
す
。

▽
期
日　

3
月　

日　
27

（日）

▽
時
間　

午
後
2
時
〜
3
時

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

第
一
部　

演
奏
（
ポ
ッ
プ

ス
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
歓
喜
の
歌
、
悲

し
き
天
使
、
ラ
･
ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ

等
）　

第
二
部　

皆
で
歌
い
ま
し
ょ

う
（
さ
く
ら
、
さ
ん
ぽ
等
）

▽
出
演　

稲
城
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
サ

平成28年度　公益財団法人いなぎグリーンウェルネス財団（主催）　スポーツ教室一覧
受講料対象定員時間日程（回数）教室名

6,360
円

市内在住・在
勤・在学で中
学校卒業以上
の方

60人午前9時半
～11時半

木曜日（16回）
4月14・21・28日
5月12・19・26日
6月2・9・16・23・30日
7月7・14・21・28日
8月4日

初心者
バドミントン教室

2,980
円20人午後7時

～9時

土曜日（8回）
4月16・23・30日
5月7・14・21・28日
6月4日

初心者弓道教室

1,680
円

30人午後4時
～6時

金曜日（8回）
4月15・22日
5月6・13・20・27日
6月3・10日

初級フリーバウンド
ボール教室

30人午後7時
～9時

火曜日（8回）
4月19・26日
5月10・17・24・31日
6月7・14日

初級卓球教室

840
円

20人午前10時
～11時半

土曜日（4回）
4月16日・5月21日
6月18日・7月16日

ポールコンディショ
ニング教室

20人午後1時半
～2時45分

月曜日（4回）
4月4・18日・5月16・30日ゆる体操教室

2,300
円

市内在住・在
学の中学生10人午後7時

～9時

火曜日（8回）
4月19・26日
5月10・17・24・31日
6月7・14日

初級中学生・一般
バドミントン教室 3,180

円
市内在住・在
勤で成人の方15人
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大
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迎
で
す
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皆
さ
ん
の
参
加

を
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待
ち
し
て
い
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す
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
教

室
名
を
記
入
し
て
、
総
合
体
育
館
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
1
人
に
つ
き

一
枚
必
要
で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。

▽
申
込
期
日　

3
月　

日　

必
着

25

（金）

▽
主
催　
（
公
財
）い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団

▽
申
込
・
問
合
せ　

総
合
体
育
館

〒　

・　

稲
城
市
長
峰
1
の
1

206

0821

　

平
尾
の
古
民
家
の
一
般
公
開
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
古
民
家
は
江
戸
時

代
後
期
に
、
平
尾
村
の
名
主
の
住
宅

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
母

屋
と
土
蔵
の
建
物
を
公
開
し
、
合
わ

せ
て
古
い
農
耕
具
の
展
示
も
行
い
ま

す
。

▽
期
日　

3
月　

日　
26

（土）

▽
時
間　

午
前
9
時
〜
正
午

▽
場
所　

稲
城
市
平
尾
2
丁
目　

番
45

地　
　19

▽
古
民
家
の
概
要

○
母
屋　

天
保　

年（
1
8
4
3
年
）

14

建
造
。
木
造
平
屋
建
て　

寄
棟
造
り

萱
葺
き
。
名
主
の
格
式
を
示
す
構
造

（
接
客
用
玄
関
な
ど
）が
見
ら
れ
る
。

○
土
蔵　

明
治　

年（
1
8
9
3
年
）

26

建
造
。
土
蔵
造
り
二
階
建
て
。

▽
そ
の
他　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

多
摩
川
流
域
で
は
昔
か
ら
木
造
の

川
船
（
屋
形
船
・
渡
し
船
な
ど
）
が

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
歴
史

と
民
俗
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
稲

城
周
辺
の
調
査
事
例
や
川
船
建
造
の

様
子
も
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
日　

3
月　

日　
20

（日）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
会
場　

稲
城
消
防
署
3
階
講
堂

▽
テ
ー
マ　
「
多
摩
川
流
域
の
川
船
」

▽
講
師　

北
村　

敏
氏
（
稲
城
市
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
法
律

に
「 
延  
喜  
式 
」
が
あ
り
ま
す
が
、

え
ん 

ぎ 

し
き

こ
の
中
に
全
国
の
神
社
を
記
載
し

た
「 
神  
名 

し
ん 
め
い 
帳 
」
が
収
録
さ
れ
て
い

ち
ょ
う

ま
す
。
こ
の
神
名
帳
記
載
の
神
社

を
延
喜
式
内
社
と
い
い
、
由
緒
あ

る
古
い
神
社
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
2
8
6
1
の
神
社
名

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
武
蔵

国
多
摩
郡
で
は
8
社
の
神
社
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。 穴  
澤 
天
神
社
、

あ
な 
さ
わ

 
青 あお 
渭 
神
社
、 
大  
麻  
止  
乃  
豆  
乃 
天
神

い 

お
お 

ま 

と 

の 

つ 

の

社
、 
阿  
伎  
留 
神
社
、 
小  
野 
神
社
、

あ 

き 

る 

お 

の

 
布  
多 
天
神
社

ふ 

た

、 阿  
豆  
佐  
味 
天
神
社
、

あ 

づ 

さ 

み

 
虎 こ 
柏 
神
社
の
8
社
で
す
。
「
多
摩

は
く

八
座
」
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
神

社
の
所
在
地
に

つ
い
て
は
、
昔

か
ら
い
ろ
い
ろ

な
説
が
た
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

稲
城
市
内
で
は
穴
澤
天
神
社
、
青

渭
神
社
、
大
麻
止
乃
豆
乃
天
神
社
の

3
社
が
該
当
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
神
社
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
 
穴  
澤 
天
神
社
は
、
矢
野
口
の
よ
み

あ
な 
さ
わ

う
り
ラ
ン
ド
駅
東
側
の
丘
陵
地
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に 
編  
纂 

へ
ん 
さ
ん

さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
な

ど
の
地
誌
類
の
多
く
が
、
矢
野
口
の

穴
澤
天
神
社
を
推
し
て
い
ま
す
。
社

殿
北
側
の
崖
に
大
き
な
洞
穴
（
横
穴

墓
）
や
湧
水
が
見
ら
れ
、
地
形
的
に

見
て
も
穴
澤
天
神
社
の
名
前
に
ふ
さ

わ
し
い
と
い
え
ま
す
。
他
の
神
社
と

す
る
説
に
は
、
国
立
市
の
谷
保
天
神

社
、
奥
多
摩
町
の
穴
澤
天
神
社
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
 
青  
渭 
神
社
は
、
市
立
第
三
小
学
校

あ
お 

い

東
側
の
東
長
沼
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
青
沼
大
明
神
と
称
し
て
き
ま

し
た
が
、
明
治
初
年
に
青
渭
神
社
と

改
称
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
地

誌
類
で
は
、
東
長
沼
の
青
渭
神
社
と

と
も
に
、
他
の
地
域
の
青
渭
神
社
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。
他
の
神
社
と
す

る
説
に
調
布
市
と
青
梅
市
の
青
渭
神

社
が
あ
り
ま
す
。

　
 
大  
麻  
止  
乃  
豆  
乃 
天
神
社
は
、
大
丸

お
お 

ま 

と 

の 

つ 

の

の
南
武
線
南
多
摩
駅
南
側
の
丘
陵
地

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

西
方
約
1
㎞
の
瓦
谷
戸
に
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
現
在
の
場

所
に
移
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
�　
 

稲
城
の 
延  
喜  
式  
内  
社 

え
ん 

ぎ 

し
き 

な
い 

し
ゃ

69

資
料
に
は
、
当
時
は
丸
宮
社
と
称

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。他
の
神
社
と
す
る
説
に
は
、青

梅
市
の
御
岳
神
社
、
府
中
市
の
大

国
魂
神
社
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
延
喜
式
内

社
に
関
す
る
資
料
は
少
な
く
、
他

の
地
域
の
神
社
と
す
る
説
も
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
確

定
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

郷
土
資
料
室
で
は
、
稲
城
の
延

喜
式
内
社
に
関
す
る
資
料
や
写
真

を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾
2
階

（
稲
城
市
平
尾
1
の
9
の
1
）

▽
開
館　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

▲

穴
澤
天
神
社

古民家の古民家の
一般公開一般公開

郷
土
資
料
室
講
座

郷
土
資
料
室
講
座

多
摩
川
流
域
の
川
船

　

多
摩
川
流
域
の
川
船

ー
ク
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

城
山
公
民
館

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員　
　

人
30

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

3
月　

日　

午
前　

15

（火）

10

時
か
ら
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付

（
先
着
順
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
二
公
民
館

ロロ
ビビ
ーー
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

稲稲
城城
アア
ココ
ーー
デデ
ィィ
オオ
ンン

ササ
ーー
クク
ルル
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い
な
ぎ
I
C

い
な
ぎ
I
C

カ
レ
ッ
ジ
の

カ
レ
ッ
ジ
の

ご
紹
介
③

ご
紹
介
③

「「子子どどもも110000ポポイインントトララリリーー事事業業」」でで
四四小小66年年生生とと

城城山山小小22年年生生22人人がが
110000ポポイインントトをを達達成成!!

　

1
月　

日　

、
地
域
振
興
プ
ラ
ザ

31

（日）

で
行
わ
れ
た
「
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ

ジ
4
月
開
講
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
講
座

紹
介
イ
ベ
ン
ト
」
に
お
い
て
、
小
島

教
育
長
よ
り
、
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ

ジ
の
初
代
理
事
長
「 
菅  
田  
紀  
夫 
」
氏

す
が 

た 

と
し 

お

に
感
謝
状
贈
呈
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

菅
田
氏
は
、
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ

ジ
が
、
都
市
型
市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
全

国
成
功
事
例
に
発
展
す
る
ま
で
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
理
事
と
行
政
の「
に

な
い
あ
い
」
で
企
画
運
営
す
る
い
な

ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
7
年
間
以
上
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
「
参
与
」
と
し
て
、
引
き

続
き
、
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
の
運

営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
稲
城

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

市
の
主
催
事
業
と
し
て
、
平
成　

年
15

度
に
開
設
し
た
単
位
制
市
民
大
学
で

す
。

　

原
則
6
回
の
有
料
講
座
と
し
て
、

市
民
講
師
に
よ
る「
一
般
教
養
講
座
」

を　

講
座
以
内
、
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ

30
ー
講
座
」
6
講
座
を
基
本
に
常
時
開

設
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
年
間
延
べ

受
講
者
数
は　

万
人
を
超
え
て
お
り
、

10

毎
年
4
月
と　

月
に
開
講
し
て
い
る
、

10

講
師
と
受
講
生
と
理
事
が
協
力
（
に

な
い
あ
い
）
し
て
講
座
運
営
す
る
Ｉ

Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
期
待
は
高
ま
る
ば

か
り
で
す
。

　

学
び
た
い
市
民
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
講
座
の
企
画
運
営
を
担
っ
て

い
る
の
が
、
約　

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

20

ア
理
事
で
あ
り
、
毎
月
の
理
事
会
等

で
活
発
な
協
議
を
し
て
実
施
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
新
理
事
長
に
、
片
田
元

己
・
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
が
就

任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
理
事
会
の
組

織
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
理
事

の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

片
田
新
理
事
長
は
、
平
成　

年
度
か

23

ら
理
事
と
な
り
、
最
近
は
副
学
長
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
理
事
長
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
理
事
会
運
営
や
経
営
面

等
を
統
括
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
昨
年
7
月
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま

し
た
、
日
江
井
榮
二
郎
・
Ｉ
Ｃ
カ
レ

ッ
ジ
学
長
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・

元
明
星
大
学
学
長
）
に
は
引
き
続
き

学
術
面
全
般
を
、
ま
た
こ
れ
ま
で
理

事
会
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
し
て

い
た
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
講
座
推
進

委
員
会
」
を
廃
止
し
、
委
員
長
で
あ

り
ま
し
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の

第
一
人
者
で
あ
る
、
舛
本
直
文
・
首

都
大
学
東
京
教
授
に
は
、
新
た
に
プ

ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
講
座
担
当
特
任
副
学

長
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
の
安
定
運
営
が
で
き

る
よ
う
、
事
務
局
と
し
て
、
会
場
確

保
と
広
報
な
ど
、
側
面
的
支
援
を
す

る
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　
 
ｉ 
プ
ラ
ザ
の
施
設
を
よ
り
有
効
に

あ
い

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
利
用
者
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。ｉ
プ
ラ
ザ
は
、

坂
浜
・
長
峰
・
若
葉
台
を
主
な
利
用

圏
域
と
す
る
、
市
の
新
文
化
セ
ン
タ

ー
構
想
で
設
立
し
ま
し
た
。
音
楽
性

に
優
れ
た
ホ
ー
ル
も
兼
ね
備
え
、
全

市
的
機
能
が
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
期
日　

4
月　

日　
17

（日）

▽
時
間　

午
後
6
時
〜
7
時

▽
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

①
施
設
概
要
お
よ
び
現
況

の
説
明　

②
意
見
交
換

稲
城
市
立
ｉ
プ
ラ
ザ

「「
利
用
者
懇
談
会
」

利
用
者
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

▽講座はＥメール・往復はがき・来館で申込、公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入が
できます。その他詳細については、ｉプラザホームページ（http://www.iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び
市内公共施設に置いてある「ｉプラザインフォメーション」等をご参照ください。

▽問合せ　稲城市立ｉプラザ　1042－331－1720（ｉプラザ公式Facebookもぜひご覧ください。）

　稲城第四小学校6年生の 西  村  諒 さんが100ポイ
にし むら りょう

ント獲得し、2月12日に教育長から「子ども博士
の認定状」を授与されました。
　また、2月24日には
城山小2年生の 山  口 夏    

やま ぐち か

 奈 さんと
な

 萬  由  莉 さんが
よろず ゆ り

100ポイントを獲得
し、同じく教育長から
「子ども博士の認定状」
を授与されました。

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

ホール事業　 ▽保育申込・問合せ（マザーズ）：0120－788－222（平日午前10時～正午／午後1時～5時）

生涯学習・コミュニティ事業
募集締切対象・定員日時講座名・受講料

4／27
（水）
必着

一般
30人

①5月21日（土）
②5月28日（土）

各日
午前10時～

11時半

歴史文化講座「多摩丘陵　縄文時代の自然環境とムラ」（全2回）
　今回の講座では、縄文時代人の自然環境への適応の変化を遺跡の変遷
から考え、併せて都内における近年の調査成果を通して、当時の人々の
暮らしについて考えます。
①「丘陵地、縄文時代の集落と自然環境の変遷」
　遺跡の発掘調査によって出土した土器等の生活用具、石器等の生産（労
働）用具、木材・種実等の自然科学分析によって、１万年にも及ぶ丘陵
に暮らした縄文時代人の自然環境への適応の変化について、遺跡・集落
の変遷を辿ることにより考えます。
②「遺跡の調査からわかる人々の暮らし」
　都内における最近の遺跡の調査成果を通して、調査から判明する当時
の人々の暮らしについて考えます。
受講料：無料／講師：山口慶一氏（東京都埋蔵文化財センター　調査課長）

内容等料金等日時公演名
【演奏予定曲】①モーツァルト：アイネ・クライ
ネ・ナハトムジークより第１楽章②シューベル
ト：ピアノ五重奏曲「ます」より第４楽章③シ
ョパン：子犬のワルツ④サン＝サーンス：トラ
ンペット、ピアノ、弦楽のための七重奏曲　他
※曲目は一部変更される場合があります。

全席自由
一般2,500円
小学生以下

500円
※入場5歳以上

5月15日（日）
午後3時開演
（午後2時半

開場）

チケット販売中

稲城市ゆかりの音楽家による
コンサート
ｉＭＵＳＩＣＡ（アイムジカ）
アンサンブルコンサート
vol.2

■
教
育
委
員
会

第
2
回
定
例
会
＝
2
月
9
日

1.  
教
育
行
政
報
告　

2.  
議
案

（
可
決
）
平
成　

年
度
稲
城
市
公

28

立
学
校
管
理
職
（
校
長
・
副
校
長
）

の
人
事
に
つ
い
て　

3.  
報
告
事

項第
3
回
定
例
会
＝
3
月　

日　
22

【
問
合
せ
】
教
育
総
務
課

（
内
線
6
1
3
）

■
図
書
館
協
議
会　
　

2
月　

日
22

　

事
業
報
告
・
就
学
前
の
読
書
活

動
等
に
つ
い
て

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
3
日

　

平
成　

年
度
活
動
目
標
・
方
針

28

に
つ
い
て

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
月
8
日

　

都
市
社
連
協
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
に
つ
い
て

▽
申
込　

不
要
（
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
主
催　

ｉ
プ
ラ
ザ

▽
共
催　

生
涯
学
習
課
・
図
書
館
課

▽
問
合
せ　

ｉ
プ
ラ
ザ

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ

カ
レ
ッ
ジ
功
労
者
に

カ
レ
ッ
ジ
功
労
者
に

感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域

合
型
地
域

スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
親
子
体
操
参
加
者
募
集
】

「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ス
」
の

年
度
1
期

28

募
集－

年
度
1
期
体
験
会

28

　

お
母
さ
ん
の
産
後
の
体
力
回
復
と

お
子
さ
ん
の
神
経
系
発
達
を
促
す
体

操
を
、
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
行

い
ま
す
。

▽
期
日　

4
月　

日　
22

（金）

※
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時　

10

40

11

40

分▽
対
象　

1
歳
児
（　

年
4
月
1
日

28

現
在
1
歳
）
と
そ
の
母
親

▽
講
師　

高
信　

敦
子
氏

【
幼
児
体
操
教
室
参
加
者
募
集
】

年
少
・
年
中
児
ク
ラ
ス
体
験
会

▽
期
日　

4
月　

日　
20

（水）

▽
時
間　

午
後
3
時　

分
〜
4
時　

45

35

分▽
対
象　

年
少
・
年
中
児

▽
内
容　

マ
ッ
ト
、
跳
び
箱
、
鉄
棒

等
の
器
械
体
操
の
基
礎

年
長
児
ク
ラ
ス

▽
期
日　

毎
週
水
曜
日

▽
時
間　

午
後
4
時　

分
〜
5
時　

35

25

分

▽
内
容　

年
少
・
年
中
児
ク
ラ
ス
体

験
会
と
同
じ

【
共
通
事
項
】

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
定
員　
　

人（
親
子
体
操
は　

組
）

20

20

▽
体
験
料　

1
回
五
五
〇
円

▽
申
込
期
間　

3
月　

日　

か
ら
開

16

（水）

催
日
の
3
日
前
ま
で
※
各
教
室
と
も

に
申
込
受
付
は
先
着
順

▽
申
込
方
法　

事
業
教
室
名
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
、親
子
体
操
の
み
親
子
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を

記
入
し
て
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
、

メ
ー
ル
送
信
不
可
の
方
の
み
電
話
可

1（　

）8
8
6
6
（
火
〜
金　

正
午

331
〜
午
後
4
時
）

メ
ー
ル inagi

‐ i.club@
nifty.com

主な肩書氏名役職
大学名誉教授片田　元己理事長1
大学元学長日江井榮二郎学　長※
大学教授舛本　直文特任副学長※
企業元役員菅田　紀夫参　与2
企業元役員河千田幸彦事務長3

民生委員協議会元会長斉藤　隆夫副理事長4
社会教育委員の会議議長阿部　啓子副学長5

※理事会のメンバー構成
は、大学教授・市民講師・
受講生代表・地域で活躍さ
れている方等のバランスに
加え、男女バランスにも考
慮しています。選任は、理
事会にて事前協議をした
後、決定しています。

熊田　康子理　事6
渡里　喬理　事7
田島　和子理　事8
金子　和子理　事9
太田美津子理　事10
桂田　良子理　事11
清水千佳子理　事12
吉田　辰男理　事13
五十嵐和世理　事14
岸田　允宏理　事15
中田　良理　事16

事務局ＩＴ相談役鷲野　一哲理　事17
東京薬科大学元学長森　　陽参　与※

プロフェッサー講座創設者関根　忠雄参　与※
元マスコミ関係者下川　均監　事※

※理事会で議決権のない職権理事

▲

 
山  
口  
夏  
奈 
さ
ん

や
ま 
ぐ
ち 

か 

な

▲ 
萬  
由  
莉 
さ
ん

よ
ろ
ず 
ゆ 

り

▲ 
西  
村  
諒 
さ
ん

に
し 
む
ら 
り
ょ
う

※子ども100ポイントラリー事業は、①市のイベ
ントなどに参加する「であいポイント」②地域の
イベントなどに参加する「ふれあいポイント」③
児童館などが行う講座に参加する「まなびあいポ
イント」④家族や自分で博物館や美術館に出かけ
たり、図書館で調べ物をしたり、本を読むことな
どで獲得できる「ｉ（あい）ポイント」を合計
100ポイント（回）獲得することにチャレンジす
る事業です。
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野
沢
温
泉
村
宿
泊
体
験
学
習
は
、

平
成　

年
か
ら
、
野
沢
温
泉
村
関
係

14

者
と
稲
城
市
立
小
・
中
学
校
長
と
が

4
年
間
に
わ
た
り
協
議
･
準
備
を
進

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

「
野
沢
温
泉
村

宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿
泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

宿
泊
体
験
学
習
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

　

周
年

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１000000000000000000000000000000000000000

め
、
平
成　

年
か
ら
全
小
中
学
校
を

18

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

野
沢
温
泉
村
で
の
宿
泊
体
験
学
習

は
、
小
学
校
第
6
学
年
の
夏
季
と
中

学
校
第
1
学
年
の
冬
季
に
行
わ
れ
ま

す
。
本
事
業
は
、
9
年
間
の
義
務
教

育
の
中
で
、
ね
ら
い
の
連
続
性
と
、

同
一
の
場
所
で
夏
と
冬
の
自
然
の
変

化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

と
向
き
合
い
、
自
己
の
在
り
方
や
生

き
方
を
見
つ
め
、
豊
か
な
感
性
を
育

む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

夏
と
冬
、
ま
る
で
別
の
様
相
を
呈

す
る
野
沢
温
泉
村
、
そ
の
姿
か
ら
子

ど
も
た
ち
は
本
物
の
豊
か
な
自
然
を

体
感
し
ま
す
。
そ
し
て
、
夏
・
冬
を

通
し
、
実
施
期
間
の
全
て
に
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
。
民
宿
の
オ
ー
ナ
ー
や
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
全
日
程
を
通
じ

子
ど
も
た
ち
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
姿
勢
は

親
そ
の
も
の
と
言
え
ま
す
。
そ
ん
な

民
宿
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
に
、
子
ど

も
た
ち
は
自
然
と
「
お
父
さ
ん
」「
お

母
さ
ん
」と
呼
ん
で
接
し
て
い
ま
す
。

最
終
日
に
は
、
別
れ
を
惜
し
む
子
ど

も
た
ち
の
目
か
ら
は
涙
が
こ
ぼ
れ
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
、
野
沢
温
泉
村
で

の
人
々
と
の
心
の
交
流
は
、
自
立
に

向
け
た
子
ど
も
の
内
発
的
意
欲
を
高

　

稲
城
市
で
は
、子
ど
も
た
ち
を「
未

来
社
会
の
担
い
手
」
と
考
え
持
続
発

展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
理
念
を
生
か

し
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
全
小
・

27

中
学
校
を
稲
城
市
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進
指
定
校

と
し
、
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
事
業
の
目
的
は
、
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
開
催
を
踏
ま
え
、
稲

城
市
の
児
童
・
生
徒
が
、
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
り
心
身
の
調
和
的
発
達
を
遂
げ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
歴
史
・
意
義
や
国
際
親
善
な
ど
そ

の
果
た
す
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、

我
が
国
と
世
界
の
国
々
の
歴
史
・
文

化
・
習
慣
な
ど
を
学
び
交
流
す
る
こ

と
を
通
し
て
国
際
理
解
を
深
め
、
進

ん
で
平
和
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
特
に
、
稲
城
市
立
学
校
全
校

を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
稲
城

に
生
ま
れ
育
ち
、
学
び
暮
ら
す
子
ど

も
た
ち
が
、
同
世
代
の
仲
間
と
と
も

に
東
京
開
催
に
向
け
た
機
運
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
仲
間
と
共
に
積

極
的
に
関
わ
ろ
う
と
い
う
意
欲
を
も

ち
、
何
ら
か
の
役
割
を
担
う
自
覚
を

も
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
市
的
な
取
組
の
充
実
を
目
指
し
、

教
育
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成　

年
度

26

●●
 

市
内
の
全
教
職
員
を
対
象
と
し

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育

を
実
施

●●
 

市
内
の
全
教
員
が
参
加
し
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
中
間
報
告
会
と
特
別
講
演

（
講
師
…
日
本
体
育
大
学
理
事
長

　

松
浪
健
四
郎
先
生
）

●●
 

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
た
中
学

生
連
合
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
に
加

え
、
新
た
に
小
学
生
駅
伝
大
会
を

開
催

　　

稲
城
市
で
は
、
地
域
の
方
々
に
も

ご
支
援
い
た
だ
き
、
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
産
業
や
文
化
を
生
か
し
た
稲

城
ら
し
さ
の
あ
る
学
校
教
育
づ
く
り

を
進
め
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
契
機
と
し
て
よ
り
よ
く
学
び
、

将
来
、
地
域
社
会
や
日
本
、
世
界
を

担
っ
て
い
く
、
た
く
ま
し
い
稲
城
の

子
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

▲

稲
城
第
一
中
学
校
・
第
三
中
学
校　

野
沢
温
泉
村
で
の
活
動
風
景

（
平
成　

年
1
月　

日
〜　

日
実
施
）

28

12

15

め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

教
育
委
員
会
は
今
後
も
、
野
沢
温

泉
村
で
の
宿
泊
体
験
学
習
を
通
じ
、

将
来
の
社
会
の
一
員
と
な
る
人
間
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
人
権
教
育
講
演
会
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
と

人
権
」

（
講
師
…
首
都
大
学
東
京　

舛
本

直
文
教
授
）

●●
 

市
内
の
全
中
学
校
が
実
施
し
て

い
る
野
沢
温
泉
村
宿
泊
体
験
学
習

で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
講
演
会

（
講
師
…
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会　

ス
キ
ー
・
ア
ル
ペ
ン
競
技
監

督　

片
桐
幹
雄
氏
、
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会　

ス
キ
ー
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
・
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
出
場　

三
星
マ
ナ
ミ
選
手
）

●●
 

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
に
よ
る
講
演
と
ス
ポ

ー
ツ
教
室
「
オ
リ
ピ
ア
ン
と
の
集

い
イ
ン
稲
城
市
」

（
講
師
…
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体

操
競
技
日
本
代
表　

坂
本
功
貴
選

手
）

○
平
成　

年
度

27

●●
 

市
内
全
小
・
中
学
校
で
オ
リ
ン

▲

Ｐ
Ｓ
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
・「
ロ
ケ
ッ
ト
」
で
投
力
を
培
う

（
稲
城
第
六
小
学
校
）

▲

車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
・
土
田
和
歌
子
選
手
の
講
演

（
稲
城
第
六
中
学
校
）

学
校
教
育

学
校
教
育
だ
よ
り

だ
よ
り
教育部教育部
指導課指導課

11内線内線624624
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
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育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

稲
城
市
立
小
・

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
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中
学
校
の
取
組
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稲
城
市
合
唱
祭参
加
団
体
募
集

合
唱
祭
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

稲
城
市
合
唱
協
会

▼
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

市
内

で
活
動
す
る
合
唱
グ
ル
ー
プ
（
年
代

は
問
い
ま
せ
ん
）
※
詳
細
は
後
日
直

接
連
絡
▼
参
加
費　

二
、
〇
〇
〇
円

（
一
人
）
▼
申
込
期
限　

4
月　

日
15

　

ま
で　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

（金）▼
そ
の
他　

合
唱
祭
は
7
月
3
日　
（日）

の
予
定
▼
連
絡
先　
 
加  
藤 
1　

（
2

か 

と
う

090

3
2
7
）
4
5
8
9

第　

回
民
謡
の
つ
ど
い

37

稲
城
民
謡
連
合
会

　

第　

回
民
謡
の
つ
ど
い
を
開
き
ま

37

す
。

▼
期
日　

4
月　

日　

▼
時
間　

午

10

（日）

前
9
時
半
〜
午
後
4
時
半
（
開
場
午

前
9
時
）
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
入
場
料　

無
料
▼
問
合
せ　

 
白  
井 
1　
（
8
8
4
5
）4
6
4
1

し
ら 

い

090

第　

回
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

12
コ
ン
サ
ー
ト

平
尾
リ
コ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

　

近
隣
の
リ
コ
ー
ダ
ー
愛
好
グ
ル
ー

プ
を
集
め
て
開
く
、
リ
コ
ー
ダ
ー
合

奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
種
々
な
合
奏
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
演
奏
会

で
す
。
プ
ロ
の
奏
者
に
よ
る
演
奏
も

あ
り
ま
す
。

▼
期
日　

3
月　

日　

▼
時
間　

午

19

（土）

後
0
時
半
〜
6
時（
開
場
0
時　

分
）

10

▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
入

場
料　

無
料
▼
連
絡
先　

近
藤
1

（　

）2
2
7
9

331

ピ
ア
ノ
発
表
会ぴあ

の
シ
ャ
ー
プ

ぴ
あ
の
フ
ラ
ッ
ト

　

ど
こ
か
で
耳
に

し
た
こ
と
の
あ
る

曲
を
楽
し
ん
で
い

る
大
人
の
ピ
ア
ノ

サ
ー
ク
ル
の
発
表

会
で
す
。
一
度
聴

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

3
月　

日　

▼
時
間　

午

27

（日）

前　

時
〜　

時
半
（
終
了
予
定
）
▼

10

11

会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象 

ど
な
た
で
も
▼
参
加
費　

無
料
▼
問

合
せ　
 
岩  
堀 
1（　

）8
8
2
0

い
わ 
ほ
り

331

二
本
の
ポ
ー
ル
で

元
気
に
歩
こ
う

稲
城
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初

も
し
も
の
危
険
か
ら

身
を
護
る
合
気
道
が

体
験
で
き
ま
す

養
氣
會
稲
城
合
氣
道
倶
楽
部

　

受
身
、
基
本
動
作
等
が
転
倒
、
事

故
防
止
及
び
防
犯
、
運
動
能
力
の
向

上
に
役
立
つ
昭
道
館
合
気
道
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

①
3
月　

、　

、　

日　
 

17

24

31

（木）

②
3
月　

、　

日　

▼
時
間　

①
午

19

26

（土）

後
7
時
〜
9
時
半　

②
午
後
1
時
〜

3
時
半
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対

象　

5
歳
以
上
シ
ニ
ア
ま
で
▼
講
師 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
昭
道
館
合
気
道
連
盟
指
導
員 

他
▼
参
加
費　

無
料
※
一
回
完
結
、

連
続
も
可
能
▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、

飲
み
物
▼
連
絡
先　

森
川
1　

（
5

070

5
5
3
）
9
0
8
2

合
気
道
体
験
稽
古

多
摩
合
気
会
稲
城

▼
期
日　

3
月　

日　

・　

日　

▼

20

（日）

27

（日）

時
間　

午
前
9
時　

分
〜　

時　

分

20

10

20

▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

5

歳
以
上
ど
な
た
で
も
。
親
子
や
ご
年

配
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
▼
連
絡
先 

山
田
1　
（
1
8
0
6
）7
4
1
3

090

心
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
二
本

の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
歩
く
話
題
の
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
期
日　

3
月　

日　

、
4
月
4
日

27

（日）

　

▼
時
間　

午
前
9
時
半
〜
正
午
▼

（月）会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ
▼
内
容　

前
半（
約

1
時
間
）
講
義
、
後
半
（
約
1
時
間

半
）
実
習
▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

各
日
先
着　

人
▼
参
加
費　

六
〇
〇

10

円
（
貸
ポ
ー
ル
代
を
含
む
）
▼
連
絡

先　

三
浦
1　
（
4
5
9
4
）7
8
2

090

5

親
子
で
体
験 
リ
ト
ミ
ッ
ク

リ
ト
ミ
ッ
ク　

リ
ー
ノ

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ

ー
募
集
の
た
め
、
体
験
会
を
行
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
期
日　

①
4
月　

日　

・
4
月　

11

（月）

19

日　

・
4
月　

日　
・
4
月　

日　

、

（火）

25

（月）

26

（火）

②
4
月　

日　

･
4
月　

日　

※
い

19

（火）

26

（火）

ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
▼
対
象
と
時

間　

①
0
歳
8
ヶ
月
〜
1
歳
半
は
午

前
9
時
半
〜
、
1
歳
半
〜
2
歳
は
午

前　

時　

分
〜
、
2
歳
以
上
は
午
前

10

15

　

時
〜
②
新
年
度
の
年
少
・
年
中
児

11は
午
後
2
時　

分
〜
※
い
ず
れ
も
親

10

子
で
・　

分
間
▼
会
場　

第
二
文
化

30

セ
ン
タ
ー
▼
参
加
費　

無
料
（
直
接

会
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
連

絡
先　
 
野  
本 ・ 
保  
田  rino.globe12

の 

も
と 

や
す 

だ

@
gm
ail.com

大
人
の
方
と
一
緒
に
楽
し
む

お
は
な
し
会

お
は
な
し
の
城

　

お
は
な
し
の
城
の
メ
ン
バ
ー
が
覚

え
た
昔
話
や
創
作
の
お
話
を
語
り
ま

す
。
ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

多
摩
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ー
ト

　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
八
人
一
組
で
踊

る
歩
く
ダ
ン
ス
で
す
。
親
子
で
、
ご

夫
婦
で
、
お
一
人
で
も
大
歓
迎
。
楽

し
く
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

4
月　

日
〜
8
月
2
日
の

19

毎
週
火
曜
日
（
全　

回
、
4
月　

日

15

12

は
無
料
体
験
日
）
▼
時
間　

午
後
7

時
〜
9
時
▼
会
場　

第
二
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加

費　

五
、
〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
。
小
、
中
学
生
は
無
料
）
▼
連

絡
先　
 
中  
村 
1（　

）0
7
1
1

な
か 
む
ら

331

バ
レ
エ
をは
じ
め
ま
せ
ん
か

バ
レ
エ
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
会

▼
期
日　

毎
週
水
曜
日
▼
時
間　

午

後
3
時
半
〜（
4
歳
か
ら
未
就
学
児
）

午
後
4
時　

分
〜
（
学
年
に
よ
り
ま

20

す
）
▼
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

4
歳
か
ら
▼
会
費　

三
、

二
〇
〇
円
（
月
額
）▼
入
会
金　

二
、

〇
〇
〇
円
▼
連
絡
先　
 
三  
浦 
1（　

）

み 

う
ら

379

5
2
2
9

太
極
拳
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う

ほ
が
ら
か
会

▼
期
日　

第
二
・
三
・
四
水
曜
日
▼

時
間　

午
後
0
時　

分
〜
2
時　

分

45

45

▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対

象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

五
〇
〇

円
（
一
回
）
▼
そ
の
他　

当
日
参
加

可
▼
連
絡
先　
 
中  
河  
西 
1（　

）5
8

な 

こ
う 
さ
い

378

7
8

知
り
た
い
国
シ
リ
ー
ズ

　

第　

回
国
際
理
解
講
座

41
「
チ
ベ
ッ
ト
」
編

稲
城
国
際
交
流
の
会

　

イ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
サ
ラ
の
チ
ベ
ッ

ト
族
の
紹
介
、
郷
土
料
理
を
作
り
食

べ
ま
す
。

▼
期
日　

3
月　

日　

▼
時
間　

午

27

（日）

前　

時
〜
午
後
3
時
半
▼
内
容
①
チ

11
ベ
ッ
ト
族
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
子

供
た
ち
（
上
映　

分
）　

②
リ
ン
ジ

30

ン
・
ギ
ャ
リ
野
口
氏
の
話
と
リ
ナ
ム
・

ギ
ャ
ル
モ
氏
の
歌　

③
チ
ベ
ッ
ト
の

料
理
モ
モ
と
バ
タ
ー
茶
等
を
調
理
実

習
し
、
試
食
し
な
が
ら
懇
談
し
ま
す

▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
参

加
費　

七
〇
〇
円
▼
対
象　

ど
な
た

で
も
▼
申
込
期
限　

3
月　

日　

ま

24

（木）

で
▼
申
込
・
問
合
せ　
 
藤  
田 
1（　

）

ふ
じ 

た

377

2
1
4
7

バ
レ
エ
を
楽
し
く

踊
り
ま
せ
ん
か

フ
ル
ー
ル
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

▼
期
日　

毎
週
木
曜
日
▼
時
間　

午

後
5
時
〜
6
時
半
▼
会
場　

第
二
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

4
歳
か
ら
小

学
生
▼
会
費　

三
、
二
〇
〇
円
（
月

額
）
▼
入
会
金　

二
、
〇
〇
〇
円
▼

連
絡
先　
 
須  
戸 
1（　

）5
6
0
4

す 

ど

378

▼
期
日　

4
月　

日　

▼
時
間　

午

12

（火）

前　

時
半
〜
正
午
（
終
了
予
定
）
▼

10
会
場　

中
央
図
書
館
▼
対
象　

成
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
申
込　

不
要
▼

連
絡
先　
 
中  
澤 
1（　

）5
8
0
3

な
か 
ざ
わ

377

　

歳
か
ら

10
 
考
え
る 
伝
え
る
力

（
論
理
的
思
考
）を 

身
に
つ
け
よ
う

デ
ィ
ベ
ー
ト
体
験
会
寺
子
屋　
10

▼
期
日　

毎
月
第
一
、
第
三
日
曜
日

（
初
め
て
の
方
は
3
月　

日
、
4
月

20

　

日
）
▼
時
間　

午
前
9
時
半
〜　

17

11

鼓
遊
「
太
鼓
一
日
体
験
教
室
」

参
加
者
募
集

鼓
遊

　

楽
し
く
太
鼓
を
た
た
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
全
員
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

3
月　

日　

▼
時
間　

午

30

（水）

後
6
時
〜
7
時
▼
会
場　

中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼

定
員　
　

人
程
度
▼
参
加
費　

無
料

20

▼
そ
の
他　

申
込
不
要
▼
連
絡
先　

 
木  
崎 
1　
（
9
2
3
1
）0
2
0
5

き 

ざ
き

090

転
倒
予
防
の
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

し
ま
せ
ん
か

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
愛
好
会

▼
期
日
・
時
間　

毎
週
火
曜
日
午
後

1
時
〜
2
時　

分
、
毎
週
金
曜
日
午

45

後
3
時
〜
5
時
▼
会
場　

第
四
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼

募
集
人
員　

5
人
▼
入
会
金　

五
〇

〇
円
▼
会
費　

二
、
五
〇
〇
円
（
年

額
）
▼
連
絡
先　

佐
藤
1（　

）4
7

377

8
8
（
午
後
7
時
〜
8
時
の
間
）

の
び
や
か
に
心
を
こ
め
て

童
謡
・
唱
歌
を
う
た
う
会「
赤
と
ん
ぼ
」

▼
期
日　

毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日

▼
時
間　

午
後
1
時
半
〜
3
時　

分
40

▼
会
場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
他
▼

対
象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

一
、

五
〇
〇
円
（
月
額
）
・
入
会
時
資
料

代
五
〇
〇
円
▼
連
絡
先　
 
槙 
1（　

）

ま
き

350

3
4
2
9

転
倒
骨
折
予
防
で
健
康
に

男
性
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

百
の
会
い
な
ぎ

▼
期
日　

毎
週
金
曜
日
▼
時
間　

午

前
9
時
半
〜　

時
▼
会
場　

城
山
文

11

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

男
性
▼
会
費 

二
、
四
〇
〇
円
（
年
額
）
▼
連
絡
先 

 
瀬  
川 
1（　

）7
8
2
2

せ 

が
わ

378

無
理
な
く
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

エ
ア
ロ
ビ
フ
ラ
ン

▼
期
日　

火
曜
日
（
月
2
〜
4
回
）

※
3
・
4
月
の
活
動
日
は
3
月　

・
15

　

日
、
4
月　

・　

日
▼
時
間　

午

22

12

26

前　

時
〜　

時　

分
▼
会
場　

総
合

10

11

15

体
育
館
▼
内
容　

有
酸
素
運
動
、
ス

ト
レ
ッ
チ
等
▼
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
さ
な
お
子
様
連
れ
も
大
歓
迎
▼

会
費　

1
回
五
〇
〇
円
（
体
験
一
回

無
料
）
▼
入
会
金　

一
、
〇
〇
〇
円

▼
持
ち
物　

室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
▼
連
絡
先　

吉
田
1（　

）8
379

2
8
1

時
半
▼
会
場　

城
山
体
験
学
習
館
▼

対
象　

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生
▼

会
費　

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼

連
絡
先　

林
1　
（
5
0
8
1
）0
6

070

1
6

ボ
ー
ル
を
け
ろ
う楽
し
い
ぞ

〜
新
入
生
大
募
集
〜

南
山
イ
レ
ブ
ン
Ｆ
Ｃ

▼
期
日　

土
曜
日
（
練
習
）
・
日
曜

日
（
試
合
な
ど
）
▼
時
間　

午
前
ま

た
は
午
後
▼
会
場　

稲
城
第
三
小
学

校
・
城
山
小
学
校
な
ど
▼
対
象　

年

長
〜
小
学
生
▼
会
費　

年
長
〜
小
学

2
年
生　

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）、

小
学
3
〜
6
年
生　

一
、
五
〇
〇
円

（
月
額
）▼
連
絡
先　

吉
村
1　
（
3
090

2
3
4
）
1
7
5
0

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を　

始
め
ま
せ
ん
か

大
丸
地
区
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会

▼
期
日　

毎
週
土
曜
日
▼
時
間　

午

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

大
丸
地
区

10
会
館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費 

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
入
会
金 

一
、
〇
〇
〇
円
※
必
要
な
道
具
は
個

人
負
担
▼
主
催　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
協
会
▼
連
絡
先　

松
井
1　

（
8

090

4
6
5
）
3
9
5
1

育
児
の
合
間
に

お
習
字
を
し
ま
せ
ん
か

第
二
鈷
鋒
会

▼
期
日　

第
一
・
三
木
曜
日
▼
時
間 

午
前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

中
央
文

10

化
セ
ン
タ
ー
▼
会
費　

一
、
五
〇
〇

円
（
月
額
）
▼
保
育　

6
ヶ
月
以
上

の
乳
幼
児
が
対
象
、
自
費
保
育
は
有

料
▼
そ
の
他　

今
回
の
募
集
は
保
育

利
用
者
を
優
先
し
ま
す
▼
連
絡
先　

 
柳 

や
な
ぎ 

原 
1（　

）2
2
1
6

は
ら

315

マ
マ
サ
ー
ク
ル
で

楽
し
み
ま
せ
ん
か

ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

月
2
回
火
曜
日
（
学
校
・

幼
稚
園
等
の
長
期
休
み
期
間
は
お
休

み
）
▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
▼

10

会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象 

ち
ょ
っ
と
し
た
手
芸
、
ク
ラ
フ
ト
作

り
、料
理
な
ど
に
興
味
の
あ
る
、未
就

園
児
の
お
子
様
を
持
つ
お
母
さ
ん
▼

会
費　

年
会
費
四
〇
〇
円
そ
の
他
雑

費
▼
保
育　

6
ヶ
月
以
上
の
乳
幼
児

が
対
象
、
自
費
保
育
は
有
料
▼
連
絡

先　
 
金 かな 
谷  lovelyahiruchian@

や

gm
ail.com

春
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か

「
子
育
て
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

勉
強
会
」

 
笑 
ラ
イ
フ

わ
ら

▼
期
日　

毎
月
一
回（
第
一
木
曜
日
）

▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
▼
会
場 

10

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

概
ね

子
育
て
世
代
の
方
▼
会
費　

一
、
〇

〇
〇
円
（
月
額
）
▼
保
育　

6
ヶ
月

以
上
の
乳
幼
児
が
対
象
▼
連
絡
先　

 
村  
上 
1　
（
8
8
1
7
）0
9
8
4

む
ら 
か
み

090

（
午
後
6
時
以
降
）

〔
公
民
館
保
育
室
を
利
用
し
て

活
動
す
る
保
育
付
の
団
体
で
す
〕
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中
央
図
書
館

 
ババ
ッッ
クク
ヤヤ
ーー
ドド

ツツ
アア
ーー
とと

意意
見見
交交
換換
会会

科
学
者
、
あ
た
り
ま
え
を
疑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
文
隆

高
校
数
学
の
美
し
い
物
語　

マ
ス
オ

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
読
む
日
本
の
化
学
の

歴
史　
　
　
　
　
　
　
　

井
沢
省
吾

季
節
と
自
然
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
給
黎
靖
夫

地
底

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
遺
伝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
薫

面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
人
類
進
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
巻
健
男

魚
の
文
化
史　
　
　
　
　

矢
野
憲
一

鳥
の
不
思
議
な
生
活

　
　
　
　
　

ノ
ア
・
ス
ト
リ
ッ
カ
ー

　

代
か
ら
の
老
け
な
い
、
太
ら
な
い

50体
の
作
り
方　
　
　
　
　

立
花
龍
司

建
築
家
と
建
て
る
家
を
、
身
近
に
、

手
軽
に　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
出
版

松
平
家
の
お
か
た
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
洋
史
子

も
っ
と
知
り
た
い
パ
リ
の
収
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
さ
お
り

こ
う
の
早
苗
の
布
と
楽
し
む
私
の
ま

い
に
ち　
　
　
　
　
　

こ
う
の
早
苗

刺
し
ゅ
う
春
夏
秋
冬

　
　
　
　
　
　

天
然
生
活
ブ
ッ
ク
ス

一
生
作
り
続
け
た
い
肉
・
魚
の
お
か

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
伶
子

野
菜
お
か
ず
作
り
お
き
か
ん
た
ん
2

1
7
レ
シ
ピ　
　
　
　
　

岩
�
啓
子

本
当
は
秘
密
に
し
た
い
料
理
教
室
の

ベ
ス
ト
レ
シ
ピ　
　
　
　

石
原
洋
子

ロ
シ
ア
の
ス
ー
プ　
　
　

荻
野
恭
子

お
弁
当
か
ら
は
じ
め
る
マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ッ
ク　
　
　
　
　
　

今
井
洋
子

お
い
し
い
パ
ス
タ
づ
く
り　

ケ
月

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
哲
也

ふ
た
り
の
食
卓
、
い
つ
も
の
お
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
内
千
波

坂
の
途
中
の
家　
　
　
　

角
田
光
代

函
館
殺
人
坂　
　
　
　
　

梓
林
太
郎

お
伊
勢
ま
い
り　
　
　
　

平
岩
弓
枝

獅
子
吼　
　
　
　
　
　
　

浅
田
次
郎

浮
雲
心
霊
奇
譚　
　
　
　
　

神
永
学

帰
っ
て
き
た
腕
貫
探
偵　

西
澤
保
彦

ガ
ラ
パ
ゴ
ス　

上
・
下　

相
場
英
雄

わ
た
し
の
宝
石　
　
　
　

朱
川
湊
人

死
ん
で
い
な
い
者　
　
　

滝
口
悠
生

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
意

見
等
を
お
聞
き
す
る
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。
地
下
書
庫
な
ど
、
日

頃
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
図
書
館
の

裏
側
を
ご
案
内
し
た
後
、
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

3
月　

日　
20

（日）

▽
時
間　

午
後
2
時
〜
4
時

▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
民
で
、

中
央
図
書
館
の
利
用
経
験
が
あ
る
方

藤
原
家
の
た
か
ら
も
の　

藤
原
美
子

私
の
人
生
に
老
後
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
田
壽
賀
子

管
見
妄
語
で
き
す
ぎ
た
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
正
彦

倒
れ
る
と
き
は
前
の
め
り　

有
川
浩

孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史　

佐
藤
愛
子

あ
り
き
た
り
の
痛
み　
　

東
山
彰
良

第
二
図
書
館　

3
月　

日　
17

（木）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

※
第
二
文
化
セ
ン
タ
ー　

2
階　

和
室
2

お

は

な

し

会

小
学
生
向
け

中
央
図
書
館

☆
3
月　
　
　

毎
週
水
・
日
曜
日

①
水
曜
日　
　

午
後
3
時
〜
3
時
半

②
日
曜
日　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

☆
4
月　
　
　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

※
4
月
か
ら
曜
日
等
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

第
二
図
書
館　

第
1
・
3
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

第
四
図
書
館　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

※
ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館
内　

は
だ
し

の
コ
ー
ナ
ー

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

中
央
図
書
館　

お
は
な
し
の
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

3
月　

日　
26

（土）

4
月
2
日　

、
9
日　

（土）

（土）

　
　
　
　
　
　

各
日
午
後
3
時
〜

幼

児

向

け

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

第
一
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

10

11

第
二
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
じ
か
ん
」

　
　

0
才
〜
1
才
半
向
け

　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

10

15

10

35

「
ひ
ま
わ
り
の
じ
か
ん
」

　
　

1
才
半
〜
2
・
3
才
向
け

　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

10

50

11

20

※
3
月　

日　

は
お
休
み

30

（水）

第
三
図
書
館

第
3
を
の
ぞ
く
水
曜
日
・
第
3
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

10

11

第
四
図
書
館　

第
1
・
3
金
曜
日

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
じ
か
ん
」

　
　

0
才
〜
1
才
半
向
け

　
　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

10

10

50

「
ひ
ま
わ
り
の
じ
か
ん
」

　
　

1
才
半
〜
2
・
3
才
向
け

　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

ｉ
プ
ラ
ザ
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
じ
か
ん
」

　
　

0
才
〜
1
才
半
向
け

　
　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

10

10

50

「
ひ
ま
わ
り
の
じ
か
ん
」

　
　

1
才
半
〜
2
・
3
才
向
け

　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

11

11

20

※
ｉ
プ
ラ
ザ
2
階　

保
育
室

※
対
象
年
齢
は
目
安
で
す
。
年
齢

制
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆展示コーナー
「アクリル画展」　稲城スローアート倶楽部
　主にアクリル絵具を使い、風景画、童画、静物画、
人物画など個性豊かな絵画を展示します。

▽期日　3月19日（土）～3月27日（日）
　　　　（初日は正午から、最終日は午後4時まで）

「タイルモザイク展」
　いなぎＩＣカレッジやサークルで多種多様のタイル
をモザイクカットして制作した作品の展示を、ぜひご
覧ください。

▽期日　3月31日（木）～4月9日（土）
　　　　（最終日は午後5時まで）

「第3回　城山日本画サークル展覧会」
　日本画を中心に色紙、水彩画等このサークルの1年
間の作品の展示を行います。ぜひご覧ください。

▽期日　4月11日（月）～4月23日（土）
　　　　（最終日は午後3時まで）
〔共通事項〕

▽問合せ　　城山体験学習館

無
戸
籍
の
日
本
人　
　

井
戸
ま
さ
え

刑
罰
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
炎

自
分
を
成
長
さ
せ
る
極
意

　

ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
他

ゼ
ロ
秒
思
考　

行
動
編　

赤
羽
雄
二

働
く
君
に
伝
え
た
い
「
お
金
」
の
教

養　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
口
治
明

分
断
社
会
を
終
わ
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
英
策

「
そ
ろ
そ
ろ
家
を
買
お
う
か
な
」と
思

っ
た
と
き
に
読
む
本　
　

小
菊
豊
久

「
専
業
主
夫
」に
な
り
た
い
男
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
河
桃
子

塀
の
中
の
少
年
た
ち　
　

斎
藤
充
功

早
慶
上
智
の
「
な
ぜ
」
を
見
抜
く
世

界
史　
　
　
　
　
　
　
　

祝
田
秀
全

「
音
大
卒
」の
戦
い
方　
　

大
内
孝
夫

城山体験学習館

あ
り
が
と
う
肝
硬
変
、
よ
ろ
し
く
糖

尿
病　
　
　
　
　
　
　

高
橋
三
千
綱

花
冷
え
て　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ

ハ
ー
メ
ル
ン
の
誘
拐
魔　

中
山
七
里

異
郷
の
友
人　
　
　
　
　

上
田
岳
弘

戦
旗　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
弘
高

ハ
ン
ニ
バ
ル
戦
争　
　
　

佐
藤
賢
一

よ
こ
ま
ち
余
話　
　
　
　
　

木
内
昇

ブ
ラ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
山
真
一

踊
り
子
と
将
棋
指
し　
　
　

坂
上
琴

よ
は
ひ　
　
　
　
　

い
し
い
し
ん
じ

午
後
二
時
の
証
言
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
節
子

マ
マ
が
や
っ
た　
　
　
　

井
上
荒
野

ロ
ン
グ
・
ロ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
路
幸
也

ニ
ュ
ー
カ
ル
マ　
　
　
　
　

新
庄
耕

赤
毛
の
ア
ン
ナ　
　
　
　

真
保
裕
一

世
界
が
赫
に
染
ま
る
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫛
木
理
宇

ロ
ン
ド
ン
狂
瀾　
　
　
　

中
路
啓
太

パ
パ　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
え
つ

異
類
婚
姻
譚　
　
　
　

本
谷
有
希
子

小
松
と
う
さ
ち
ゃ
ん　
　

絲
山
秋
子

天
才　
　
　
　
　
　
　

石
原
慎
太
郎

ム
ー
ン
ナ
イ
ト
・
ダ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
童
荒
太

ジ
ョ
ン
と
ば
な
な
の
幸
せ
っ
て
何
で

す
か　
　
　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
キ
ム

絶
筆　
　
　
　
　
　
　
　

野
坂
昭
如

上
野
千
鶴
子
の
サ
バ
イ
バ
ル
語
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
千
鶴
子

イ
ギ
リ
ス
人
が
知
っ
て
い
る
心
を
豊

か
に
す
る
た
っ
た
一
つ
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
形
慶
子

44月 映画会月　映画会
暗暗くくななるるままでで待待っってて

▽期日　4月2日（土）

▽時間　開場　午後1時45分
　　　　上映　午後2時～（108分）

▽会場　城山体験学習館　視聴覚室

▽対象　一般　50人（先着順）

　

4
月
か
ら「
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
」

は
、
毎
週
日
曜
日
、
午
前　

時
の

11

開
催
に
変
わ
り
ま
す
。
3
月
は
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
水
曜
日
と
、

新
た
に
始
ま
る
日
曜
日
に
も
開
催

い
た
し
ま
す
。

中中
央央
図図
書書
館館
「「
ええ
ほほ
んん
のの

じじ
かか
んん
」」
曜曜
日日
等等
変変
更更
のの

おお
知知
らら
せせ

　

図
書
館
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
『
お

は
な
し
花
梨
』
に
よ
る
、
楽
し
い
お

は
な
し
会
で
す
。
お
す
す
め
本
の
紹

介
も
行
い
ま
す
。
す
て
き
な
お
話
を

た
く
さ
ん
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

3
月　

日（
月
・
祝
）

21

▽
時
間　

一
回
目
・
午
前　

時
半
〜

10

　

時　

分　

二
回
目
・
午
前　

時
半

11

15

11

〜
午
後
0
時　

分　

※
一
回
目
と
二

15

回
目
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

▽
会
場　

中
央
図
書
館　

※
申
込
不

要
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館

中
央
図
書
館

「
お
は
な
し
の
か
い
と

「
お
は
な
し
の
か
い
と

ほ
ん
の
し
ょ
う
か
い
」

ほ
ん
の
し
ょ
う
か
い
」

の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

▽
申
込
方
法　

カ
ウ
ン
タ
ー
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
受
付
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

中
央
図
書
館

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

す
で
に
貸
出
中
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


